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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、外国語としての中国語教育における文化伝達の在り方について論じたもの
である。全体の構成は 7章からなるが、第 1章の序論では、先行研究を踏まえて、文化・
文化伝達という用語の再定義を行い、また、文化伝達の要素につての議論を Harold Lasswell
が提唱した文化の伝達の「5W」モデルに拠ることを述べている。 
第 2章では、文化伝達の主体について論じている。 
中国語教育において文化伝達の主体となるのは教師であることは言うまでもない。ただ、
この主体となる教師は、文化伝達を遂行するために必要とする異文化コミュニケーション
に対する認識や文化伝達力をいかにして自己養成し、更にそのレベルアップを図るかとい
った点で研究の余地が多く残されている。本章では教材の選別および活用法を提示するこ
とを通してその養成法を検討している。 
第 3章は、文化伝達の内容についての考察である。特に、コミュニケーションにおける
文化、教材における文化、カリキュラムにおける文化関連科目の割合という三つの側面か
ら論じられている。また、中国語によるコミュニケーションも言語的と非言語的の両方に
分けられる。言語的コミュニケーションに関しては、音声に仕組まれた文化要素と語彙に
組み込まれた文化要素とがある。また、学習過程において非言語的なものも大きく作用す
る。学習者にこれらのものへの気づきを促すのが大切である。もちろん、もっとも学習者
の身近にあり、文化要素が集約されているのは教科書である。その教科書はどうなってい
るのか、本章は、文化伝達の視点から留学生向けの中国語教科書の種類および内容を調査
分析し、その問題点をも指摘している。また、何をどうやって伝達するのか、カリキュラ
ムからも伝達主体を担う教師の理念が垣間見える。カリキュラムについて、本章では国内
に止まらず、海外の大学のカリキュラムに組み込まれている文化関係の科目も調査し、そ
の改良策を提示している。 
第 4章と 5章は文化伝達のルートについての議論である。それぞれ教室内と教室外の教
育活動における文化伝達の可能性について検討を加えている。教室内の文化伝達は、言語
教育科目に文化要素を織り込むというルートと、文化伝達を主眼とする専門科目を設ける
という二つのルートがある。ここでは「中国文学」と「中国映像資料鑑賞」という二つの
専門科目を実践例として、文化専門科目の特徴を解明し、それに適した教授法や文化伝達
の方法を提示した。教室外の文化体験活動は、教室内教育の延長線上にあり、異文化コミ
ュニケーション能力の向上や目的言語社会への文化理解を促すことを目的とするものであ
る。なお、第 5章では、アンケート調査ならびにインタビュー調査を通しての、教室外体
験活動に参加した学習者に対するケーススタディーを行い、学習者の感想とコメントから
教室外体験活動の問題点も分析している。 
第 6章は文化伝達の対象についての論述である。学習者の背景や要望を把握し、適切な
方法を通してその要望に応じた教育内容を提供することが、効果的な文化伝達の成立の前
提である。本章では、特に、マレーシア出身の中国語学習者を対象に、アンケート調査な
らびにインタビュー調査を行い、目標言語使用環境に置かれた彼等の中国語学習や異文化
適応事情、中国文化に対する関心や学習意欲などを解明し、マレーシア留学生向けの文化
伝達のモデル構築を目指した。 
第 7章では文化伝達の効果について論じている。中国の文化に対する中国語学習者の関
心と理解は、文化伝達の効果を調べるための重要な目安でもあり、外国語としての中国語
教育の教育効果を検証するための物差しでもある。本論文は、マレーシア出身の中国語学
習者を対象に、アンケート調査ならびにインタビュー調査を行い、中国文化に対する関心
と理解を調べ、その結果を分析し、文化伝達の効果向上のヒントとなるものを指摘してい
る。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は Harold Lasswell が提唱した文化の伝達の「5W」モデルに基づき。中国語の国
際教育（以前は対外漢語教育とも呼んでいた）における文化伝達の問題を体系的に構築し
ようとした意欲的な論考である。 
 文化伝達の主体という面においては、本論文では中国語教師のその文化伝達における役
割の考察から始めて、教師の「跨文化」（クロス・カルチャー）意識と文化伝達能力に関し
て検討を加え、文化伝達に関わる形に表れる教学資源の選択と使用の問題を論述し、併せ
て表面には現れない文化資源の価値についても詳細な考察を行っているが、これは従来の
研究では見られなかったものであり、著者の独自の視点と言うことができる。例えば、約
束の時間に遅れた相手に対して「遅いよ！」という台詞でなくて「ほら、今何時になった？」
という問いかけで相手を詰問するというようないわゆる「言外の意味」を外国語教育の現
場に取り入れるということは、今後の教材開発等にも大きな影響を及ぼすものと考えられ
る。 
 文化伝達の内容に関しては、これまでの研究は往々にしてコミュニケーションにおける
文化伝達の内容に注目してきたのに対し、本論文では非言語コミュニケーションの意味・
機能に着目し、映像作品等の分析を通して非言語コミュニケーションの文化的特徴を探る
という新しい方法を検討している。 
 また、文化伝達の対象という点に関しては、本論文ではマレーシアの留学生をその対象
として設定し、アンケート等を駆使しながら彼らの中国語学習状況や異文化理解あるいは
中国文化の学習に対する態度と要求等を整理し、その基礎の上に、マレーシア留学生総体
に対する文化伝達モデルを打ち立て、それを普遍化しようと試みている。 
 以上のように、本論文は言語における文化の問題を真正面から取り上げて、効果的な外
国語教育とは如何にあるべきかを論じた画期的な論考と言うことができる。まさに、グロ
ーバル社会における外国語教育の一つの視座を与えるものである。よって、本論文は博士
論文として価値あるものと認める。 
 
